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2025年度 第2四半期 決算説明会 質疑応答要約 

 

 全体  
Q）2025年度第2四半期の売上収益・事業セグメント利益について、社内計画に対する達成度

は。  
A）社内計画に対し、売上は全社で約90億円上振れたが、為替影響を除くとほぼ計画線。事業ごとで

は、為替影響を除き、P&S事業とマシナリー事業が上振れ、IP事業とP&H事業が下振れた。 
事業セグメント利益は、全社で約55億円上振れたが、為替影響を除くと約40億円の上振れとなっ
た。事業ごとでは、上振れの大部分がP&S事業によるもので、消耗品が堅調に推移したことに加
え、固定費の抑制・後ろ倒しが主要因。マシナリー事業とニッセイ事業についても上振れた。一方で
IP事業は下振れた。 

 
Q）下期の利益について、第3四半期と第4四半期のバランスをどのように見ているか。 
A）第3四半期は第2四半期並みになると想定しており、第4四半期は季節性もあり下がる想定。今期

の利益は、上期と下期で大きな偏りはなくほぼバランスが取れると見ている。 
 
Q）通期見通しに織り込んだ「その他収益・費用」の内容・金額は。 
A）まず、固定資産売却益については、第2四半期で発生した23億円を反映した。内容は不動産の売

却益。加えて、11月1日に譲渡が完了したN&C事業のカラオケ店舗事業等の譲渡益45億円を織
り込んだ。いずれも営業利益を押し上げる効果がある。 

 
Q）米国関税影響に関するアップデートは。 
A）前回予想では、関税負担増や販売減少リスクに対して、対応策を講じても▲50億円の利益へのマ

イナス影響が残るとお伝えしていたが、最新予想では関税負担額などが減少し、全て対応策で吸
収できる見通しとなった。また、「その他事業」の事業セグメント利益に、全社リスクとして▲20億円を
織り込んでいたが、今回、事業ごとに影響を精査して取り込んだため、「その他事業」の▲20億円は
取り消した。 

 
●M&A関連 
Q）今回発表したKonrad Busche社の自動車部品向け事業の事業譲受の目的は。 
A）当社はこれまで、工業用ミシン事業においてノンアパレル分野での成長を掲げて取り組んできた。ノン

アパレル分野の中核となるのが、エアバッグやカーシート、シートベルトなどの自動車内装部品の縫製
用途であり、Konrad Busche社はこの分野で周辺機器を取り揃え工程を自動化するノウハウを
持っている。今回の事業譲受を通して、ノンアパレル分野での成長加速を目指す。 



 

2 
© 2025 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved. 

Q）Konrad Busche社とは以前から取引があったのか。 
A）過去の取引はほとんどない。 
 

Q）譲受価額および今後の業績への影響は。 
A）譲受価額は10億円強。今期の業績には大きな影響はない。来期については、シナジー効果も含

め、10Mユーロ程度の売上押し上げ効果を想定している。 
 

 P&S事業 
Q）競合他社と比較して業績が堅調に映るが、社内での評価は。 
A）プリンティング市場が縮小傾向にある中でも、当社のシェアは上がっており、堅調に推移していると認

識している。 
 
Q）販売が堅調な背景は。また、下期にかけてもこの堅調さは継続するのか。 
A）レーザーについては、昨年上期の供給制約からの回復が一因となっている。インクジェットは順調に売

上を伸ばしており、認知度向上のための販売投資の効果も出始めている。 
この先についても、欧州や中国など市況が低調な地域はあるが、全体では年度末までこの傾向が継
続すると見ている。 

 
Q）実質的な販売価格が下がっていることはないか。 
A）販促費が前年より増加しているのは事実。米国関税政策への対応として、米国での値上げを行って

いるが、値上げ分がプロモーションで相殺されて実質的な値下げにならないよう、バランスを取って対
応している。 

 
Q）本体・消耗品ごとの対前年での売上伸長率の通期見通しに変化はあるか。 
A）本体・消耗品ともに上期の販売が堅調に推移したことを受け、いずれも通期の見通しを引き上げて

いる。 
 
 IP事業 
Q）対計画で業績が下振れた要因と、今後の挽回策は。 
A）産業用プリンターで苦戦している影響が大きい。DTF（Direct to Film）の拡大により競争環境

が想定以上に厳しくなっている。下期もこの状況が継続することを想定し、通期予想を大幅に引き
下げた。今期は、過度な経費削減により損益を調整するのではなく、開発投資を行い製品力を向
上させるとともに販売体制も整え、来期にしっかりと利益を出せるようにしていく。 
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 マシナリー事業 
Q）産業機器の第2四半期の受注が好調だった背景を、地域別・業種別で教えてほしい。また、この

先の受注も期を追うごとに増加していくのか。 
A）もともと、四半期ごとに階段状に受注水準が上がっていくことを想定していたが、特に中国で自動車

のEV関連での引き合いが好調に推移し、第2四半期は想定を上回った。この先については、第2四
半期のような急増は難しいかもしれないが、期を追うごとに増加する傾向は続くと見ている。 

 
Q）受注が急増したことで、リードタイムは長くなっているか。 
A）短納期のニーズが以前より増していると感じており、受注が増加してもリードタイムを伸ばさないオペレ

ーションを遂行していく。 
 
 P&H事業 
Q）通期の利益予想を下方修正した要因は。 
A）上期は、普及機の販売が堅調に推移するとともに、昨年発売した最高級機の販売効果があり好調

だったが、インフレや金利高の影響に加え、足元での米国関税影響による高級機の販売鈍化を受
け、見通しを引き下げた。 

 
 N&C事業 
Q）カラオケ店舗事業等の譲渡にともなう来期の業績への影響は。 
A）売上は80～90億円減少する見込みだが、利益への影響はほとんどない。 
 

以上 


